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参加者募集

田植えツアー
親子産地ツアー 田植ツアーはどちらのコースも

近鉄バスで行きます申し込みは下記申し込み
方法をご覧ください

　 田植え・JAグリーン近江コース　定員：40名
　 ＜滋賀県東近江市＞
　「無洗米　環境こだわり米　滋賀秋の詩」のふるさと
　 ５月12日（土）　日帰り

　 参加費　おとな（中学生以上）　3,000円
　 　　　　こども（３歳以上）　　2,000円

　 田植え・JAいなばコース　定員：30名
　 ＜富山県小

お
矢
や
部
べ
市＞

　「富山コシヒカリ」のふるさと
　 ５月19日（土）〜20日（日） 　１泊２日

　 参加費　おとな（中学生以上）　12,000円
　 　　　　こども（３歳以上）　　 7,000円

Ａ Ｂ

※安全上、３歳未満の子どもさんの参加はご遠慮ください

※安全上、３歳未満の子どもさんの参加はご遠慮ください

　バスにのっている時からどんなかんじなんやろうなと思っていました。田うえがはじまるとちゃんとできるかなぁと思っていました。１回目うえると、うえたしゅんかんふわっとしたので気もちよかったです。終ってごはんを食べはじめました。ごはんのしゅるいが「みずかがみ」というごはんです。ぜんぶおいしかったのでまた食べれたら食べたいです。� （旭区　Ｉ・Ｒさん）

　毎日当り前のように食べているお米がどのようにして作られているのか子どもたちに知ってもらいたいと思い、今回のツアーに参加しました。ですが、子どもたちだけでなく私たち大人にとってもすごく楽しいものとなりました。田んぼに入った時の泥の感触、足をとられながらの田植え作業に、あらためてお米作りが大変な作業だと身をもって経験できました。� （平野区　Ｕ・Ｎさん）

昨
年
の
参
加
者
の
感
想

■はがきの場合（官製はがきでＯＫ）
　�はがきには①ツアーのコース名と参加したい日　　
②住所③電話番号④参加者すべての名前（ふりがな）
と年齢（学年）⑤組合員コードをご記入ください。

　【申し込み先】
　〒534－0024　大阪市都島区東野田町１丁目５－26
　　生活協同組合おおさかパルコープ
　　組合員活動部

申し込み方法

　組合員サービスセンター　　0120-299-070
　携帯・PHSからは　☎�072-856-7671（有料）
　（月・土�９：00～17：00　火～金�９：00～18：00）

　【問い合わせ先】

※�このツアーは一般の観光ツアーとは違い、組合員さんに生産者や商品について
より知っていただくためのツアーで、パルコープが一部費用を負担します。ご親
族でも組合員さんでない方の参加はご遠慮ください（同居家族は組合員です）。
※�申し込みは１枚のはがきに１コースずつでお願いします。グループで申し込む
場合１枚のはがきにお書きください（組合員さんごとに組合員コードを記入）。
※�申し込み多数の場合は抽選し結果ははがきでお知らせします（初めての方が優
先です）。
※要項は後日参加者に郵送します。
※�視覚・聴覚に障がいをお持ちの方でガイド・手話ボランティア制度を利用され
る方はお知らせください（日帰りツアーのみ）。
※�応募で得た個人情報はツアーの連絡、産地交流に係る企画案内以外には使用し
ません。

こちらからも
申し込みできます→

■申し込み締め切り　３月16日（金）消印有効
■ホームページの専用フォームからも申し込めます
　https://welcome.palcoop.or.jp/event/sp/ 生活協同組合おおさかパルコープ　大阪市都島区東野田町1-5-26　

大阪府知事登録旅行業第2-1360号　総合旅行業務取扱管理者　山根洋子

この企画は、当生協「旅行業約款（募集型企画旅行契約）」によります。

取消料について
お申込後、組合員さんの都合により取り消しになる
場合、及び旅行代金が所定の期日までに入金がなく
申込みをお断りした場合、旅行代金に対し右記の利
率で取消料（お一人様につき）をいただきます。又、
組合員さんの都合で出発日及びコースの変更人員
減をされる場合も取消料をいただきます。取消料は
営業時間内に申し出られた日を基準といたします。

契約解除の日 取消料（お一人様）
1）21日目にあたる日以前の解除
　（日帰り旅行にあっては11日目）
2）20日目にあたる日以降の解除
　（日帰り旅行にあっては10日目）（3 ～ 6を除く）
3）7日目にあたる日以降の解除（4 ～ 6を除く）
4）旅行開始日の前日の解除
5）当日の解除（6を除く）
6）旅行開始後の解除または無連絡不参加

無料

旅行代金の20％

旅行代金の30％
旅行代金の40％
旅行代金の50％
旅行代金の100％

旅行開始
日の前日
から起算
してさか
のぼって

行　程
９：00パルコープ京橋事務所（本部）集合→
11：00頃到着、田植え体験→
13：00頃昼食と生産者と交流→
15：00頃産地出発→17：00頃京橋帰着

行　程
（１日目）８：00パルコープ京橋事務所（本部）集合→
11：00頃昼食（サービスエリア）→
13：30頃到着、田植え体験とサツマイモの定植→
17：00頃宿舎「滝の荘」到着→生産者と夕食交流会

（２日目）７：30頃起床・朝食→８：30頃宿舎出発→
９：00頃周辺散策、イワナつかみ取り体験→
11：20頃昼食→14：00頃産地出発→
19：00頃京橋帰着

※ 東北応援に関する情報はホームページでも見ることができます。http://www.palcoop.or.jp/shinsai/higasinihon/
※パルコープの店舗一覧はこちら。http://www.palcoop.or.jp/shopping/shop/index.html

被災者に寄り添い、
絆をつなげる支援活動を

NO.97（最終回）

（岩手県遠野市に常駐する　　　　　　　　　
パルコープボランティア事務局・林さんより）

　東日本大震災の被災地を支援・応援していただいて
まもなく７年を迎えます。組合員さんの“たすけあい”の
気持をパルコープで働く職員も一緒になり、その中で
私を岩手県へ派遣していただきました。その常駐の任を
この３月で解かれることとなりました。
　岩手の被災地では、道路や嵩上げなど公共施設の建
設はほぼ完了となりました。しかし住まいと生業、そして
コミュニティづくりといった“持続できるまちづくり”が
これからの大きな課題です。この解決に向けて、震災を
きっかけにＩ・Ｕターンしてきた若者が新しい組織を立ち
上げ、従来の地縁組織ともつながりながらの挑戦が始
まっています。また地元・いわて生協さんはこれまで支
援している仮設団地がなくなるまで「ふれあいサロン」
を継続。移動販売車等、他の支援事業も継続し、新たに
昨年から沿岸起業者（非営利団体）への活動助成金制
度をスタート。今年も13団体への活動資金を贈呈され
たところです。さらに沿岸部に歴史と人的にもつながり
の深い遠野からの支援も続きます。
　私の遠野通信は今号で最後になりますが、これから
も復興の歩みを現地から届けていただきながら、地元
の挑戦（特に若い世代の方々）を応援できることにパル
コープとして続けていく方針ですので、募金や被災地
産品を買い支えるなどで、引き続きご協力を
宜しくお願いいたします。

＜今後の販売会の予定＞ ぜひ、お立ち寄りくださいね。

店頭で東北グッズ販売と募金活動などを行いました。
◎東中浜店（２月４日）売上げ３０，４５０円と募金４，２６１円（芋煮含む）
　※１２月３日東都島店の芋煮募金５，６６０円ありました

日　程 会　場
3.11 from KANSAI　※右記参照
平野区ボラセンまつり（平野区民ホール横）
なにわ人形芝居フェスティバル（一心寺：天王寺区）
星ヶ丘店

 3月11日（日）13：00～18：00
 3月17日（土）11：00～15：00
 4月 1 日（日）10：00～15：30
 4月 8 日（日）10：00～15：00

ご協力ありがとうございます
東北支援募金の状況（2017年3月21日～ 2018年1月20日）
20,524,237円 （この金額には2016年度繰越金・注文書

での募金・店舗などに設置の募金箱・ずっ
とボラの会での物販などを含みます）

※OCR注文書では11月2回から、
　注文番号を 1420 に変えて受付を続けます

　阪神・淡路大震災を経験した関西として、「おたがい
さま」の気持ちで、「関西でできること」を実行する震災
復興応援イベントです。パルコープ「ずっとボラの会」も
このイベントに出展し、東北応援グッズを販売します。

番号が
かわっています

震災復興応援イベント 3.11from KANSAI 2018

3月１１日（日） 13：00～18：00ごろまで
梅田スカイビル  36階
（最寄り駅：阪神･阪急･地下鉄「梅田駅」、JR「大阪駅」）

日時
場所

※事前に申し込みが必要です。詳しくは3.11 from KANSAIホームページ　
　http://www.311-kansai.com/をご覧ください
主催：3.11from KANSAI 実行委員会

　このとりくみは、2011年夏に陸前高田の避難所で、お
母さんと自宅を津波で失った女の子の「おうちは無くなっ
たけど、サンタさんは来てくれるかなぁ…」の声から始ま
った、NPO・遠野まごころネットが呼びかけているプロジ
ェクトです。
　昨年末で７回目の開催となり、関西３生協からは、東北
応援バス参加メンバーとパルコープずっとボラの会メン
バーから18名が参加させてもらいました（現地集合・解
散の自主企画）。
　初日（23日）は、3つの班に分かれ、全国から集まった
ボランティアさんと一緒に、釜石市と大槌町の仮設住宅
や災害公営住宅、子どもが集まる公園などへ全員がサン
タ姿で賑やかにプレゼント配布や住民のみなさんと一緒
に歌を歌ったりしました。

昨年末も「サンタが100人やってきた！」に参加、
子どもたちにプレゼントを手渡しました

 東北支援募金
NPO遠野まごころ
ネット「サンタ基金」
など、現地の要請に
応えて活用していき
ます

 東日本復興応援企画
「東日本復興応援企画」
の商品を購入する
（およそ月1回企画）

ぱるタイム
新コーナー（147号より）
「岩手からの復興だより」で、
現地の“今”を伝えます

自分たちの地域で
どんな備えがあるか、
自分が災害にあった
時どうするのかなど
を普段から考える

 ずっとボラの会
販売会などで東北
の商品を購入する

＊１４７号からも、このページで「東北支援募金のご報告」「ずっとボ
ラの会販売会のお知らせ」を掲載。あわせて、「子ども食堂応援」
のとりくみ報告も掲載します。

ご案内

～大阪で
　　できること～

ずっとボラの会（東北応援バス参加者の
有志の会）よりお知らせ

これからも被災地に寄り添って
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